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昭和54年度の水田部門の運営では水稲の散播直
播栽培に掛 ナる品種試験,施肥量試験,施肥期試
験および直播栽培と移植栽培の比較などについて
試験を行った｡その概要は第1表および第2表に
示した｡
昭和55年度においても引き続き水稲の乾田直播
栽培によって運営した｡そして運営の重点を条播,
散播の栽植様式の違いによる水稲の生育収量の比
較試験,水稲の後期生育に対する施肥量試験,求
稲の品種保存においた｡また農学特別実習におい
ては,学生が一定面積(a/人 )のほ場で水稲栽
培の管理を行い,生育状況および収量に関し調査
第1表 栽培面積 (昭和54年度 )
する専門実習を実施した｡その運営の概要は第3
表および第4表に示したとおりであるが,本年は
7月,8月,9月に低温,日照不足,多雨の異常
気象を記録し,水稲は全国的に大幅な減収を全儀
なくされ,全国平均作況指数87,平均収量412Kが/
10aと低い収量であり,岡山県においても作況指
数87,平均収量392K免/10aと低かったoこのよ
うな環境のもとで,当部門では条播区609Kg/10a,
散播区559K9/10aと顕著に高い実収量であり,
そのすべてが1等級に格付けされるという良い結
果が得られた｡
作 物 品 種 試 験 内 容 ほ 場 面 積 (a)
水 稲 ト ヨ タ マ 散播栽培施肥量試験 1 号 田 61
ト ヨ タ マ 〟 2 号 田 64
20 品 種 品 種 試 験〟移 植 栽 培 3 号 田 10
アケボノ,改良朝日,朝日,ト弔クマ 3 号 田 18
〟
第2表 栽培の概要 (昭和54年度 )
作 物 品 種 播 種 施 肥 量 K針/10a 収 穫 期
播 種 期 様式 播 種 量Kg/10a N P205 K20
水 稲 トヨタマ′′改良朝日 4月24日 散播〟 15 18.8 16.0′-14.0 20.0 10月22日.-23/〟 5 1 20 74 22.8′-21.8 8
※ 栽培前にケイカル220Kg/10a施肥 した｡
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第3表 栽培面積 (昭和55年度 )
作 物 品 種 試 験 内 容 ほ 場 面 積 (a)
水 稲′′ノケ ト ヨ タ マ 条播区 (散播比較試験 ) 1 号 田 61
′ 散播区 (条播比較試験 ) 2 号 田 64
ア ケ ボ ノ 学生実習水稲試験 3 号 田〟学 外 30
〟 〟 肥料試験 6
〟 24 品 種 品種保存栽培 2
第4表 栽培の概要 (昭和55年度 )
作 物 品 種 播 種 施 肥 量 Kg/10a 収 穫 期
播 種 期 様 式 播 種 量Kg/10a N P205 K20
水 稲 トヨタマ 4月28日 条 播 6 16.8 10.2 18.6 lbj]22El
〟 〟 5月6日 散 播 15 16.8 14.0 17.6 10月28日
〟 アケボノ 5月7日 条 播 6 13.2 9.23 14.26 11月 4日
P〟 トヨタマ 5月8日 〟 6 12.32 10.71 16.69 10月29日改良朝日 1 05 935 075 〟
※ 栽培前にケイカル220Kg/10aを施肥 した｡
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果 樹 部 門
1980年度における圃場別,品種別収量を第1表
に示す｡本年度における特徴は全国的な低温,多
雨, 日照不足のため着果不良,発育不良,生理落
莱,病害多発がみられ,収量,晶質とも低下した
ことである｡また,3号園 (キャンベル )におい
ては8月上,中旬の収穫を目的にビニールトンネ
ル栽培を,大温室においては省エネルギー化を目
的に内張 り栽培を試みた(試験研究の項を参照 )0
各圃場における経過を以下に記す｡
1号園 :モモは昨年度の薬害の影響により春先,
枯死枝が多発し,樹勢は劣った｡ したがって着果
数をかなり減 らしたが,激 しい生理落果を示 した
(とくに清水白桃,白桃 )｡その後の新梢の発育
はほぼ例年通 りでややおお盛となったので,2回
にわたって夏期勢定を行ったD夏期勢定を行うに
当っては収穫後できるだけ早く行い,次年度の結
果母校の充実をはかる必要がある｡ さらに,一部
の勇定により残枝の発育が促されるので,残した
枝の勢力回復を勘案したやや多めの勢定が必要で
ある｡9月になると/､モグリガが多発し,下旬に
はほとんど落葉 した｡貯蔵養分の不足が心配される｡
カキ幼樹の生育は順調であった｡また,接木育
成中のカキ幼苗も順調に生育した｡
2号園 :生育はほぼ順調であったが,部分的に
銅過剰様の病斑葉が認められた｡
3号固 :本年変は一文字整枝区における着粒障
害が極端に現れ,同区の収穫は皆無に等しかった｡
この整枝区は本来,間伐予定樹として植えられて
いたものであるが,永久樹の樹勢や整枝法から樹
冠面積を現状以上に拡大することは困難であると
判断 して,栽培が続けられていたものであるOな
浴,4本主枝 (樹冠面積24m2/本 )または8本主
枝 (同60m2/本 )の永久樹の台木品種はHFであ
るのに対し,2本主枝 (同13m2/本 )のこの区に
おいてはHF,T-5C,101-14,3309,3306
の5品種が使用されている｡1976年頃にはT-5
C台において異常が認められていたに過ぎなかっ
たが,現在ではどの台木品種にも異常が認められ
る｡症状は発芽が不揃いで,初期の新梢勢力が弱
く,薬は黄色で縮む｡結実は極めて悪 く,1房に
5-6粒程度であり,他は無核小粒果となり成熟
期になっても径2m滞位で着色しない｡7-8月頃
から異常葉の出現はなくなり,新梢発育は極めて
おう盛となっていわゆる遅伸び型の発育を示す｡
このパターンを毎年 くり返す｡これらのことから
ウィルスによる障害ではないかと想像される｡同
一圃場内の他の仕立型の樹にはほとんどみられな
いので,樹勢にあった主枝長及び樹冠面積の調節
により障害発現を回避できる可能性もある｡
4号園 :ヒp-ソは トンネル栽培を始めて以来
順調な生育を示 している｡着粒 しやすい品種であ
るので摘粒及び花穂整形における技術改善をはか
る必要がある｡また, トンネル被覆下における勢
定及び新梢の誘引方法の改善も必要である｡
スーパーは昨年変結果量を減らし樹勢の回復を
はかったので,本年はやや良好な発育を示した｡
巨峰はほぼ順調な生育であった｡なお着粒安定
化のため トソネル被覆を行う必要がある｡
べ-I)-Aは樹勢が弱く,本年は大幅な減収と
なった｡施肥量及び芽肥の検討が必要づある｡
大温室 :本温室のマスカットに初めてどこ～ル
による内張 り栽培を導入した｡このため経費節減
には大きな効果を示 したが,湿害が現われ,初期
生育及び収量に大きな影響を及ぼした｡ したがっ
て除湿方法を検討する必要がある｡果粒肥大は良
好であった｡収穫直前に-ダニが多発 した｡
室内温度コソトロール室 :新梢本数を減らし過
繁茂を軽減する予定であったが,結果的には減ら
ず,葉面積指数は3程度となった｡ したがって果
実の軟弱さが目立った｡なお,年度当初より省エ
ネ化装置を考案し,設置に取 りかかったが稼動は
来年度の予定である｡
地中温度コントロール室 :樹型,樹勢が乱れて
いたので,根城制限を行って改植した｡
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養水分コントロール室 :昨年度の元肥施用時期
が遅れたため,新梢の生育はやや劣った｡ しかし,
結果枝はやや細いものの理想に近い外観を皇 した0
本年の元肥は9月中旬に施用 したが,秋の葉色退
化は順調に進んだ｡
第 1表 果樹部門における圃場別収穫量 (1980)
田 場 種 類 また は 品種
旧カキ園 :低木化をめざして主枝先端を切 り詰
めているが徒長枝を多発させた樹もあった｡収量,
品質は良好であった｡なお脱渋方法の改善が要求
される｡
収 量
闘 場 当 り(Kg) 10a当 り(Kg)対 前 年 比 %
1 号 園 モ モ,砂子ほか
2 号 園 ブ ドウ,キャソベル
3 号 園 ブドウ,キャンベル
4 号 園 ブ ドウ,ヒp-ソ
ブドウ,スーパー
ブドウ,巨 峰
ブ ドウ,べ-リー A
大 温 室 ブ ドウ,アレキサンドリア
室 内 温 度 室 ブ ドウ,アレキサ ソドリア
地 中 温 度 室 ブ ドウ,アレキサソドリア
養 水 分 室 ブ ドウ,アレキサンドリア
旧 カ キ 園 カ キ,平核無ほか
515.5 286.4
3,863.0 1,103.7
4,620.0 1,3200
765.0 1,275.0
651.0 1,085.0
406.0 751.8
1,413.0 1,177.5
620.5 1,261.1
184.3 2,168.2
※※
61.0 717.6
2,131.0 2,131.0
※ 枯死株分の面積は除外 した｡
※※ 植え替えのため収量はなかった｡
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昭和55年度における歳菜部門の作物別桝種概要
は下表に示すとお りで,ほぼ従来の計画を踏襲した｡
作物ごとの収量は表末に示すとおりで,本年は
長雨による影響で トマ トが疫病の被害を受けるな
どや 減ゝ収となったものもあったが,それ以外は
ほぼ順調な結果が得られた｡また,この雨によっ
て-クサイの播種適期を失するおそれがあったた
め一部移植栽培を試みたが収量は直播に劣らず,
目的を達成することができた｡サ トイモの場合は
例年の夏の乾燥から免かれ,むしろ増収となった｡
作物別の問題点としては, トマ トをもみがらく
ん炭育苗 して幼苗を定植 したためか初期生育がお
昭和55年度歳菜作物別耕種概要,収量
場 面 捺 若 豊
a 本/10a
作 物 名 品 種 圃 Ltu m 密 度
??
?
?
?????
?? ?
? ?? ?
?
?
?
?
??
??
?
?
??
??
?
?
?
?
?
?
〜
う盛で主茎が太く,玉揃いが悪くなる傾向がみら
れ,今後に課題を残したOまた,施設栽培ではビ
ニール-ウスを用いて トマ トとレタスの水耕栽培
を行ったが,いずれも生育後期に生理障害とみら
れる菓斑が発生し,今後培養液組成,pH調整など
管理面の再検討の要を感 じた｡
労力的には歳菜部門の運営は技官2名と果菜収
穫時期の臨時労力によってなされたが,歳菜の特
徴である集約性という面からみた場合不十分な点
は免れず,学生実習の効果などから考えて今後の
課題となろう｡
施 肥 量 Rv′10a
N P20, K20
西 4 号 10 22,200 19
NLll-ウス 27 27
20 20
13 36
西 1 号 5 1,960 20 12 12
6 1 % 5 2.000 33 12 18
西 1 号 5 1.6餅〕 36 22 32
西 4 号 10 1,3獣) 23 6 15
200 8 4 6
〜
? ?
〜
?
〜
?
〜
? ?
〜
? ?
〜
?〜
?
〜
〜
?
〜
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
??
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
??
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
? ?
?
?
? ? ?
?
?
?
?
?
? ??
?
?
?
??
?
?
? ?
?
??
?
?
??
?
?
?
5,249
8.011 水耕栽培
4.008
3,063
4,498
1.895
495 品種見本
- 水耕耗培
佃1卜tLI:.,'･･･
栽培実績は第1表のとおりで,作目は前年度と
大きな相違はないが,ダイズ(枝豆 )･トウモロ
コシ .ソバ ･秋作,;レイショを試作し,新規作目
を導入する場合に臓えて基礎データを収集した｡
例年にない夏期の多雨 ･寡照のため,肥培管理に
は支障が多く,収量 ･品質が不充分な作目もあっ
た｡
バレイショは収量性の上からは問題がなかった
が,地上部の徒長が著しく(試験研究参照 ),品
質面では今後に課題を残した｡ただし,肉質には
問題なく,収穫 ･調整上の問題である｡
カボチャは湿害が原因とみられる病害が多発し
たため,労力が比較的豊富な時期に収穫および圃
場整理を完了した｡したがって収量は例年より低
い｡
カソショについては,これまで使用してきたフ
レームが使用不能となったため,ベニヤ板 ｡スチ
ロール板 .どこ-ルトンネル使用の苗床を作製し
た｡トソネルの管理に手間取るなど,改善の余地
がある｡収穫物の一部は幼稚園児のイモ掘 りに供
した｡
カソショの育苗に関し,種イモの節約 ･苗床面
積の縮少を目的とし試験を行った｡種イモ切断伏
せ込みにより,初期の苗本数確保に見通しを得た｡
種イモ重量で約半分の節約が可能となる区もあっ
たが,苗質 ･後半の採苗など今後さらに検討を要
する｡
カソランの育苗は多雨が幸いし,湛水には比較
的労力を要しなかったが,苗床管理には改善すべ
き点 (特に労力面 )がある｡耕起 ･睦立てが排水
不良のため遅延した｡一部平睦に定植したが湿害
で枯死したため,定植を再度行った｡
ダイコン･カブも圃場準備が遅れ,深耕が不能
となり,一部品質不良 (大蔵大根に岐板が発生 )
となった｡カブ･聖護院大根は順調であった｡
岡山農場における飼料生産は,津高牧場用粗飼
料確保を目的とし,イタリアンライグラス, ソル
ゴーを作付けた｡他作物の管理と競合し労力面に
は大きな問題を残した｡また,大型作業機の使用
により,排水不良および刈株-の傷害が認められ
た｡しかし,粗飼料確保 ･輪作体系の改善 ･土地
利用型作物の導入などわが国畑作上の今日的問題
ともかかわり,基盤整備 ･省力化 ･他部門との協
力,などによる解決が望まれる｡
本誌掲載以外の試験研究としては畑作基礎デー
タ収集試験を実施した｡
従来から西圃場の排水不良が指摘されており,
地下水位が高いための湿害,地耐力不足による作
業機械の使用不能,適期作業-の支障,などさま
ざまな問題を生 じている｡基盤整備が緊急の課題
であり,現状把握のための圃場の高低差を測定し
た(第 1図 )｡用水路および池の水面と闘場面を
対照すれば地下水位が高く,排水不良の劣悪な状
態であることは明らかである.なお,圃場整備の
一環として西7号圃場 (東,30a)および南関場
の一部 (5a)の整地を行った｡
????????????
氷 水 池
rl ll
′~ヽ 〈
2 1ロ
3 三二
7
第1囲 西岡場の高低
畑地の大半は道路面より20-30cIH低
く,地表水の排水が不良であるだけで
なく地下水位が高い｡
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第1表 昭和55年度作物別耕種概要
作 % 囲 場 面積a 品 種 栽植 密 度樵/aCm X (諏ー 施肥畳K多/'10a():基肥 播種日 定植日 収極期 生産量 収 量Kか/10a 備 考N P2 5 K20
ビールムギ 西2号 15 成城17号 1.OKク/a 2,8 2.0 2.6 昭和54年)11月20日 6月2日 - 八浜農場 と合算
I(レイシヨ 酉5号 5 男爵イモ 44490×25 19.6 14.0 18.2 2月27日 6月5日(J6月27日 11400KP 2,800
西1号 5 メークイソ 55590×20 22.4 16.0 20.8 2月29日 6月5日′-6月30日 I.007Kp 2.014
カ ボ チ ャ 酉5号 16 近成えびす 21.9214×214 13.3(98) 9.5(70) 12,4(9.1) 4月11日 - 7月29日(ノ9月11日 900Kg 563 ウイルス病ドンコ
カ ソ シ′ヨ 西3号 ll 高系14号 ■24290×46 0 0 0伏せ込み3月21El 65芸～;≡ 9月118-∫1()月31日 I.585Kg 1.441 一部イモ掘り用
カ ゾラ ソ 西6号 5 初秋早生 308130×50(2条) 23.9(126) 20.0(15) 20_7(ll.) 7月18日 8月25日 10月14日′-11月25日 1.225Kg 2,450 西 6号は9月8日植えかえ西2号6 20 夏播二月倭 30810×50(2条) 26,7(12.6) 20.0(15) 24.2(ll7) 8月6日 9月16日 11月25日～
ダイ コ ソ 西5号 5 冬どり大蔵 571140×25(2灸) 15,1(ll.2) 13_0(2.) 12.9(0_4) 9月19日 11月25日.)
西5号 10 型 護 院 571140×25(2条) 15.1(ll2) 13_0(2.) 12.9(04) 9月19日 11月25日～
カ ブ 西5号 5 ひかり小か ぷ 62170×23 14_1(9.8 13.0(0) 12.3(91) 9月16日 11月4日-ノ -
ダ イ ズ(枝 豆 ) 西7号 試作 タチスズナ-リ 833120×10 0 0 07月3日 - 9月8日′-･9月13日 72束 -
ソ 南 試作 秋 ソ ノく 1,OKP/a 0 0 08月25日 - 11月4日 採 壇 - ヨトウムシ被害
パ レイシヨ 帝 試作 チ .) マ 44490×25 10( ) 10( ) 10( ) 8月25日 - 11月10日～12月15日 # * -
イタリアソライグラステ ト イト温揺 昭和54年作 付 60 イタ:0.05KF/aテト 2 ダ a 9.6 ll.0 9.6 昭和54年10月10El - 5月16日 4,000Kg 667 乾草
ソル ゴ ー 宿,西8号西7号8 176 スイー トソルゴー 0.35Kク/a 10′-14 8(J10 10(J13 4月e1日6 6 - 7月3日～9月18日 67.860Kク 2,960-4.990 サ レ-.I/雛 芸
イタリアソ 南,西 8号 60 7ソモスB 0.3KF/a 6.0() 4.3(0) 5.6(0) 9月26日 予 定〟 生等換算25t 育刈 .乾等
ライグラス 宿.酉6号酉7号 84 マンモスA 0.3KF/a 3.0(0) 0() 0() 10月21日1 7El 生革換算25t 青刈 .乾草
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昭和 54年度の八浜農場の運営も大型農業機械
による米麦栽培を主体 とした徹底 した省力を目途
とし,米の生産過剰に対応 して前年度に引きつづ
きビール麦および牧草の栽培など水田における栽
培作物の拡大を図った｡その概要を第 1表,第2
表および第3表に示 した.そして大型農業機械の
作業による排水不良を改善するため,前年度導入
された軽量 トラクター(30馬力 )を耕転,播種
など可能なかぎり使用するとともに,砲弾暗きょ
などの効率を高めるように配慮 して排水効果の向
上に留意 して運営 した｡ しか し前年度水稲の収穫
時に湿地状態の水田で大型コンバインを使用 した
ため土壌が圧密 となり,水稲生育に悪い影響をお
よぼ した｡また11月,12月および翌年冬期の
第 1表 栽培面積 (昭和 54年度 )
暖冬多雨はビール麦の生育を不良にし,大幅な減
収 となった｡
昭和55年度においては新たに大豆の試作を行
うなど水田の利用の拡大を図 った｡その運営の概
要は第4表,第 5表および第6表に示 したとおり
である｡前年度においては待望の軽量で接地圧の
極めて小 さい うえに精度の高い自脱型コンバイン
が導入された｡また振動塑サブソイラーによる耕
盤の破砕も行われたため土壌の排水能率は向上 し,
乾田化が促進された｡ しか し鹿田直播水稲の苗立
ちの状態が不良であって,これが収量に悪い影響
をおよぼした結果,米の収量は岡山県の平均収量
と大差なかった｡ しかし生産 した米の94多が 1
等級に格付けされる良質米が生産された｡
作 物 品 (草 )種 栽 培 は 場 及 び 面 積 (a) 計
水 稲 ア ケ ボ ノ 1号田 281 2号田 158 5号田 5413 6号田 5245 439〟 中 生 新 千 本 3 69 4 81 256
牧 草 ソ ル ガ ム 5号田 80 80
合計1104
第2表 栽培の概要 (昭和 54年度 )
晶 (辛 )鍾 播 種 施 肥 量 Kが′10a
ア ケ ボ ノ 5月7日～12日 条播 6K〆10.a13.8 12,6
中生新千本 5月28日～30日 〟 6 14.4 15.6
ソ ル ガ ム 5月31日 〟 5 12.8 12.8
第3表 作物別収量 (昭和 54年度 )
~砺 物 品 種 収量Kg/10a
水 稲′′牧 草 ア ケ ボ ノ 389 (屑米 36)
中生新千本 366 (屑米 34)
ソル ガ ム 6038
( )は外数
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第4表 栽培面積 (昭和 55年度)
作 物 良 (草 )種 栽 培 は 場 及 び 面 積 (a) 計
水 稲 ア ケ ボ ノ 1号田 281 2号田 158 6号田 8 447
〟 中 生 新 千 本 3号田 69 5号田 644 81 6号田 445 13 177
〟 日 本 晴 4号田 81 81
牧 草 ソ ル ガ ム 5号田 60 60
大 豆 銀 大 豆 5号田 10 10
ビー ル麦 成 城 17 号 284
合計 1103
第 5表 栽培概要 (昭和 55年度 )
作.物 晶 (草 )種 播 種 施 肥 量 K〆10a 収 穫 期
播 種 期 様式 EZ/@1急 N P205 K20
水 稲 ア ケ ポ ノ 5月1日-13日 条播 6 10.7 9.6 ll.0 10月23日～11月10日
〟 中生新千本 5日30日-明 4日 〝 7 12.9 9.9 13.8 10月21日～23日
〟 日 本 晴 6月6日 〝 7 13.6 ll.5 14.2 10月4日
牧 草 ソ ル ガ ム 6月4日 〝 5 12.885 12.8 12.8 8月25日～27日
大 豆 銀 大 豆 7月17日 点播 4.5 6.0 6.0 11月7日
ビール麦 成城 17号 1112-13日 散播 12 60 7
第6表 作物別収量 (昭和55年度 )
作 物 品 (辛 )種 収量 Kg/10a
水 稲′牧 草 ア ケ ボ ノ 388
中 生 新 千 本 393
日 本 晴 561
ソ ル ガ ム 5117
大 豆 銀 大 豆 30
※ 昭和54年度産 (4号田81aの収量を除 く)
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津高 牧 場
昭和54年度後半 (54年9月までは前号に既
戟 )の津高牧場は,生産がようやく軌道に乗 り,
子牛が相次いで生まれると共に,当場産の肥育去
勢牛を初出荷できる状態になったが,新たな問題
点もいくつか生 じてきた｡
家畜の総頭数は下表のように,54年度末には
津高牧場の飼育牛異動状況 (53年度後半 7か月間 )
項 目 黒 毛 和 種 乳 用 種 合 計
雌 雄 .去勢 試験用雌 牛 肥育用雄子牛子 牛 育成牛 繁殖牛 把育牛 子 牛 把育牛
54.9.1現在 2 17 30 0 0 7 3 8 67
期 堰 購 入 - - - - 3 - - - 0生 産 10 13
間輿 振 替 - 2 10 5 - - - - 17
減 振 替 2 10 5 - - - - - 17動 -い死 - - - 0
売 却 - - - - - 3 1 8 12
54年 9月と大差がないが, この間に子牛は13
頭生まれ,肥育♯,育成牛を合わせて12頭を販
売 した｡販売牛のうち乳用種雄子牛は別途報告
(岡大農学術報告55号参照 )したように,サイ
レージを用いた哨育試験を実施 したのち,育成牛
として払下げたもので,発育が良好であったのと,
相場の好転のために,比較的高値で売却できた｡
また,黒毛和種肥育去勢牛3頭は当場産の去勢牛
を初めて本格的に肥育 したもので,本誌の試験研
究欄に報告 したように,ほぼ 600Kかこ達 し,｢千
屋牛｣独特のす ぐれた肉用体型に仕上がったが,
予想 しただけの肉質には仕上が っていなかった｡
良好な肉質を得られるように, ｢千屋牛｣に適 し
た肥育方法を検討することが今後の一つの課題で
あろう｡
この期間に生まれた子牛は,雌10頭,雄 3頭
で,この他に出産後間もなく死亡 したため死産扱
いとした雄子牛が2頭あるが,これを加えても性
比は約2対 1であり,かなり雌に偏 している｡ま
た,3月生まれの雌雄各 1頭は別として,54年
9月から55年 1月までの出産子牛平均体重は,
雌が21.2±4.3Kg,雄が 15.5+2.1Kgで,20
Kg以下の子牛が多 く,異常に小さかった｡ しかも,
種付の季節をとくに選んでいないのに,出産季節
は9月から1月に集中 しており,これは受胎季節
が 12月から4月に偏することを意味 している｡
すなわち,給与飼料が岡山農場,八浜農場産のソ
ルゴーサイレージや,一般農家から購入したイナ
ワラ,市販の濃厚飼料 となる舎飼期 (11月から
3月まで )に入ってからは受胎成績が良く, この
期間に妊娠末期を過ごした母牛の子は正常である
が,当場の草地に放牧, あるいは当場産の青草を
給与される季節には,母牛の栄養状態が良好にみ
えながら,受胎も悪 く, この期間に胎児期の大部
分を過ごした子牛が小さくなるのではないかという
推測が成立する｡これについては,牧草の微量成
分等について検討中であるが,問題の核心をつか
むにはかなりの時日を要するものと思われる｡
前号でも報告 したように,2号,6号草地では
深耕 と鶏ふんの大量施肥を行 ったが,その効果は
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大きく,暖冬の影響もあって12月から2月の冬 のバランスを取ることができた｡飼育頭数の増加
李にも継続 して青草の収穫が可能であった｡その により,粗飼料の必要量は年 増々大しているが,
ため,イナワラ,乾草とともに少量ずっでも青草 この方法は今後の粗飼料確保に一つの方向を与え
をほとんど毎日給与することができ,冬季の飼料 るものと思われる｡
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1978年,'79年度の作目別収量,収入顎を
第 1表に示す｡'80年度は年度始めの寒波により
ミカン額その他の常緑樹で落葉,葉の傷みがみら
れた. ミカソ類はその後の天候不順により着果,
成育とも不良であった｡なお,宿泊施設の建設に
伴い本農場の運営を再検討するにあたって,従来
行われてきたオセアニアを中心 とした外国産樹木
第 1表 本島農場における生産
の繁殖,育成の研究の他に
1. 瀬戸内海沿岸に自生する緑化 ･庭園用樹木の
収集,系統選抜及び育成
2.失なわれつつある果樹類の収集及び維持
3.柑橘類の品種導入及び試作
の3方針が提案され,いずれも新規事業として取
り組むことになった｡
1978年度 1979年度
生 産 量 収 入 額 生 産 額 収 入 額
果 温 州 ミ カ ン 4,500Kg 450,100円 6,300Kg 623,000円
実 甘 夏 1,200 221,000 1,900 215,300
切 マ サ キ 150本 900 500本 4,500モ ク マ オ ー 1,50 24, 2,35 416
秩 ユ 一 カ リ. 1,000 8,800 1,050 9,900
パ ン パ ス 2,050 24,300 3,550 62,300
ク チ ナ シ 100 600 100 200
キヨウチクトウ 100 700 250 3,100
ブ ラ シ ノ キ 1,05【) 15,100 2,100 27,200
ユ ニ シ ダ 0 0 650 10,200
ア カ シ ア 4,350 39,300 3,800 37,800
｣ト田 ツ バ キ 50本 5,000 10本 2,0007 カ う/ 7 2 3
木 モ ジ 10 15,000 0 0
ツ ゲ 25 ll,000 17 12,000
1ア シ 0 0 35 35,000
サ ツ キ 0 0 601 86,200
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